
第 14回きらっとあさひ福祉大会 実施報告 

日  時：令和８年２月 14日（土）14：00～16：00      

会  場：旭公会堂 

主  催：旭区社会福祉協議会・旭区連合自治会町内会連絡協議会・旭区役所 

参加者数：258 名 

内  容： 

オープニングアクト 

ヌードルズのお二人にご出演いただきました。 

心に響く歌詞は参加者から高い評価をいただき、 

オープニングにふさわしい存在感を発揮してく 

ださいました。 

 

 

 

 

第１部 

１．主催者挨拶 

 

２．表彰式典 

 旭区社会福祉協議会 社会福祉功労表彰の表彰式典を行い、旭区内の社会福祉の増  

 進に功績のあった個人及び団体の方々を表彰しました。受賞者の方へは表彰状と記 

 念品（区内の障害者施設で製造されたお菓子の詰め合わせ）をお渡ししました。 

≪令和７年度社会福祉功労表彰（内訳）≫ 

地域福祉功労 16名、寄付金品功労１名・４団体、特別功労５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歌詞が心に響きました。哲学を感じました。 

・二人の掛け合いが楽しい！ 

・機会があれば一緒に何かやりたいです。 

・受賞者の皆様の永年に渡る活動ありがとうございます。 

・表彰された皆さん誇らしい顔をしていました。 

・日頃がんばっている人がたくさんいる事を知りました。 
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第２部    

３．第５期 地区別計画について 

 １）各地区の地区別計画の概要について 

   第５期の地域福祉保健計画の区全域計画と地区別計画について、計画事務局

（区役所、区社協、地域ケアプラザ）から概要を説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）事例報告 「話し合いの場を広げて新たな担い手を育む」（若葉台地区）  

発表者：若葉台地区社協 会長 太田 正廣氏 

    若葉台地域ケアプラザ 生活支援コーディネーター 関 信之氏 

 

 

 

 

 

 

  

        コーディネーター：神奈川県立保健福祉大学 教授 中村 美安子氏 
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日本の 70、80 代が地域活動をとおして活躍している姿は先進的な

取組として海外からも注目されています。地域を良くしようとする取

組は、地域のためだけではなく、孤立防止や健康づくりにもつながり、

実は自分のためにもなっていると考えることができます。 

また、話し合いの場は会議だけでなく、日々の活動や立ち話からも

良い意見が積み重なります。様々な場面で自分たちのまちのことを

話、地区別計画の推進につなげていってもらいたいと思います。 

多様な住民の意見を聞き、お互いに学び合い、話合

を積み重ねることで、「自分の意見を発信できる」

「自分たちのことを応援してくれる」という実感が生

まれ、その積み重ねが、まちへの関心･愛着を高め、

「自分もまちのために何かしてみよう」と次世代の活

動が芽吹いてきている若葉台地区の事例を報告いただ

きました。 

・どこの地区でも課題になっているテーマで興味深く話を聞けました。 

・多世代の話し合いの効果が良くわかりました。 

・若い世代との交流や話し合いの場を設けている点を見習ってみたいと思いました。 

・話合いの場に、新しい参加者の視点を入れるということが発見でした。 

・意見を言える場、受け入れる場があることは素晴らしいです。 

・中村先生のまとめがわかりやすかったです。日々の活動の積み重ねが大事だとわかりました。 




